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Ø 「学際的研究の促進」「統合的概念の創出」のため，⽇本地球惑星科学連合（
Japan Geoscience Union,約50の関連学協会，1万⼈の会員）を30年前に発⾜

Ø 学会活動の⼤きな２つの柱︓「年会の開催」と「学術誌の刊⾏」
分野によるが通常「誌上発表」が重要視される

Ø ①欧⽶の連合（ユニオン）が出版するジャーナルと同等の質の出版＋②財政的に⼗
分な収⼊獲得のため，2014年に学術誌「PEPS」をSpringer-Natureと協⼒して創刊

Ø 最初の数年間は（IFなどもなく）質の⾼い原稿の投稿に苦労したが，サポーターも
数⼗⼈存在→「研究⽣態系」の⽅々に深い謝意

Ø 実績（開始から10年が経過）︓CiteScore，5year-IF, 2year-IFなどのジャーナル評
価指標を⽐べると，PEPSは欧⽶のユニオンの学術誌と同等レベルまで到達

Ø 現状︓出版数，海外の研究者が筆頭著者となる投稿数，学術刊⾏による収⼊に関し
ては，欧⽶のユニオンとは，まだ⼤きな隔たり

Ø 今後10年間の主な課題︓「真の国際誌」となるための努⼒を継続

Abstract
私たちは⼀⼈で研究しているのではなく，「研究⽣態系」の中で⽣きている

→Communityのレベルは，特に秀でた成果創出の⼟台となる



BlackRain

パンフのデザインは
好みを伝えて外注
後⽇の活⽤を考え
フレーバーを変えた２種



Impact Factor 2023
Nature 64.8
Nature Geoscience 18.3（Natureの1/3.6 ≒27%）
Nature Materials 41.2（Natureの2/3 ≒63%）
Nature Medicine 82.9（Natureの4/3 ≒130%）
Nature Human Behaviour 29.9（Natureの1/2≒50%）

今⽇の話題提供内では，以下の「換算値」が⽬安
IFは地学分野で
4〜5あたりが「評判の国際誌」，バイオだと12程度︖
2〜3あたりは「通常国際誌」，バイオだと7程度︖
〜 1 あたりは「⽇本国内の国際誌」，バイオだと2〜3程度︖

今⽇のIFなどの評価値の話題に関連して

地学（地球惑星科学）のcommunity規模
Nature のIFからの⽬安

創刊前の事前調査: 
Natureなどの編集部は
「テレビ局」
→研究者には到底無理

真鍋先⽣@気候モデリング

Magazine:⼀般的な意味での「雑誌」
Journal:「専⾨誌」「業界誌」



時間も労⼒も限られる現代社会で
研究者が購読する論⽂は限られる

購読ジャーナルとして研究者に選んでもらえるか︖
IFはジャーナル指標，ジャーナル経営には重要因⼦

 

研究者は全ての論論⽂文を読むことはできない 

研究者が１年年間に読む 
平均⽂文献数 

科学者が1年年間に読むことが 
可能なジャーナルの割合（平均） 

Tenopir C. What Scientists Really Need. In: American Association for 
the Advancement of Science Meeting (AAAS). Washington D.C.; 2005. 14 

Probably Japanese researchers can read <100 papers per year

According to the report by Tennessee University

Number of papers a researcher publishes per year

④レビュー（総論）20% + JpGU⼤会の優秀研究成果を掲載．
Review (overview) 20% + Original papers 80%

レビュー︓特に，若⼿向けに貢献⼤，
分野の最先端の成果のまとめ，解決すべき課題と解決戦略



今⽇のIFなどの評価値に関連して

地球惑星科学のcommunity説明
JpGU（⽇本,年会1万参加），AGU（アメリカ,3万⼈）, EGU（ヨーロッパ,2万⼈）

＝⽶国のユニオン ＝欧州のユニオン

PEPSの創刊(2014年)

・宇宙惑星科学
・⼤気⽔圏科学
・地球⼈間圏科学
・固体地球科学
・地球⽣命科学

 ・境界領域
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46億年間(地球史)=1年間とすると
20世紀，12月31日23時59分59.3秒

1century/4.543*10(9)=2.2x10(̶8)

現代の特徴
①自然の変動範囲を越えた
②急速・加速的変化

JpGUの設⽴の⼤⽬的:専⾨の深掘りも⼤事だが
「学際的な研究，統合的な概念の創出」

宇宙惑星・⼤気⽔圏・地球⼈間圏・固体地球・地球⽣命・境界領域



① ⼈⼯物（コンクリート50%．アスファルト6% ）
② 20世紀初頭，⽣物の3%，爆発的増加（>1.2兆t）
③ 20年後︓今の2倍量の⼈⼯物

急増開始は1950年頃︖

byパウル・クルッツェン(2000)

地球⼈間圏科学



+CO2

-CO2
排出量が実質ゼロ

2050

+CO2

「第4の⽂明⾰命」=
「カーボンニュートラル(中⽴＝実質ゼロ)」+「AI」脱炭素
社会の実現を⽬指す

① CO2を⼤気から直接回収し，
貯留するDACCS

② CCS
③ 植林



石油の生成年代は限られている
約2億年に一度の地球深部（マントル）での対流活動が原因

 

実例：地球惑星科学6分野は密接に結びつく
石油生成・温暖地球・恐竜繁栄

地球⽣命圏科学
境界領域科学
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1億年前のスーパープルームの活動→大規模火山活動↑→
CO2 供給↑→ 超温暖気候→ 降雨量増加→ 風化土壌 →
植生↑ →恐竜繁栄＋海成有機物堆積→ 大規模石油生成 

現在大規模に石油は

生成していない

白
亜

紀

固体地球科学

↑
1億年前

GAS：天然ガス
OIL：石油
の生成



地球と兄弟惑星である⽕星は⼩さいので冷えやすく
スーパープルームの活動は最初の数億年で終了

宇宙惑星科学



海洋ヘドロ現象（無酸素事変）＋黒色頁岩→石油生成へ
（フランス＋イタリアは当時，海の底，石灰岩が堆積）

⼤気⽔圏科学



1990~2000年 地球惑星科学連絡会時代 5学会（⼤学LOC） 
2000~2005年 地球惑星科学合同⼤会運営機構

   （専任事務局⽴ち上げ） 15~20学会
2005年 5⽉〜    ⽇本地球惑星科学連合24学会（設⽴時24学協会）

新しい⽇本学術会議に対応する窓⼝組織
2008年 7⽉ 第⼀回ジャーナルWG（検討開始）
2008年12⽉〜 ⼀般社団法⼈⽇本地球惑星科学連合40学会
2011年12⽉〜 公益社団法⼈⽇本地球惑星科学連合（JPGU)49学会
2012年10⽉ PEPS創刊準備・その後編集委員会発⾜，2014年創刊
2015年 5⽉ ⽇本地球惑星科学連合2015年⼤会︓設⽴25周年記念

AGU, EGU, AOGSとの協定締結
Science Strategy︓激動するアジアの学界での存在感を維持発展

2016年 5⽉  AGUのジョイントセッション（20セッション程度）
2017年 5⽉  AGUのJoint Meeting（第１回）
2020年 5⽉  AGUのJoint Meeting（第２回） バーチャル
2021年 5⽉       AGU, EGU, AOGSとのJointセッション︓バーチャル
2024年 5⽉  AGU, EGU, AOGSとのJointセッション︓現地
2024年 5⽉ AGUのJoint Meeting（第３回）

⽇本地球惑星科学連合の⾜跡



PEPSは参加学協会との共同出版
→参加学会のジャーナルとの共存（創刊開始が当初より3年程度遅れる）

PEPSはJpGU参加50学協会の賛同に基づき共同出版
（2012年10月2日、JpGU学協会長会議決定事項）
日本宇宙生物科学会，日本応用地質学会，日本温泉科学会， 日本海洋学会，日本火山学会，形の
科学会，日本活断層学会，日本気象学会，日本鉱物科学会，日本地図学会，日本古生物学会，日
本沙漠学会，資源地質学会，日本地震学会，日本情報地質学会， 日本水文科学会，水文・水資源
学会，生態工学会，日本雪氷学会，生命の起原および進化学会， 石油技術協会，日本測地学会，
日本大気化学会，日本大気電気学会 ，日本堆積学会，日本第四紀学会， 日本地学教育学会，地
学団体研究会 ，日本地下水学会， 日本地球化学会，地球環境史学会，地球電磁気・地球惑星圏学
会， 日本地形学連合，日本地質学会， 日本地熱学会， 地理科学学会，日本地理学会， 日本地理
教育学会，地理教育研究会，地理情報システム学会，東京地学協会，東北地理学会，土壌物理学
会，日本粘度学会，日本農業気象学会，物理探査学会，日本陸水学会，陸水物理学会，日本リモー
トセンシング学会，日本惑星科学会

1

2012当時の役割分担
＊参加学会から編集委員の選出︓ジャーナルの質の保証
＊海外編集委員の委嘱︓ 国際化，国際交流
＊質の⾼い原稿の執筆依頼
＊パートナージャーナルの宣伝



JpGU独⾃のジャーナルを創刊する意義と当初の⽬標

的① JpGU参加50学会と協⼒し，海外へ情報発信強化
JpGU参加50学協会と協⼒し，海外へ情報発信する国際⼀流ジャーナルを作る

*これはJpGUが地球惑星科学の分野で世界の重要なプレーヤーなるために必須の条件

②画期的なアイデアの出版プラットフォームを保持
→⽇本は地球上で特⾊ある地域に位置する（地震，⽕⼭，⿊潮，台⾵な
ど）．将来，時代を超えた新説が⽇本から提案された場合，これをPEPSに掲
載できれば本望
＊事例︓湯川秀樹論⽂，NatureでReject，「物理学会誌」＋「京⼤紀要」に
掲載．今でも，物理学会は，これを⼤変誇りにしている． 

③AGU, EGUのジャーナルで出版される論⽂と同等レベ
ルの論⽂のPEPSでの出版
④Review論⽂の推進

⑤ジャーナルで「財政」をうるおす→未達成



ジャーナル出版を成功させるための課題
当時の担当者ファイルのコピーなので記憶が多少あやふや

2010年時点での問題点︓

１．英⽂オンラインジャーナルに関する⾒積もり
出版経費について、Open accessで、英⽂オンライン-letterは不可能
ではない．英⽂オンライン-reviewについての⾒積もりはこれから．
Open access: 海外出版社の出版プラットフォームの活⽤費⽤︓
Ｊ-Stage利⽤の２－３倍（海外発信⼒の評価の⽐較検討の必要）

２．経営企画会議（2010年4⽉発⾜）で,e-journalの出版に異論がださ
れて, 現在審議中. また,近年幾つかの（JpGU参加）学協会において
Letter誌の発⾏.投稿者の取り合い,査読,編集者の無駄な重複を避ける必
要.

３．新たな雑誌を刊⾏するには，連合の個⼈および団体会員の⽀持が
不可⽋．学会⻑懇談会での⼿続き以外に，多くの会員の理解と⽀持を
得る必要がある．



総編集⻑
（2013〜2020)
井⿓康⽂
（東北⼤・教授）

JpGU副会⻑(当
時，その後会⻑）
川幡穂⾼（東⼤
・名誉教授）
元ジャーナル企
画経営委員会委
員⻑

from Springer (Springer-Nature)

8

Progress in Earth and Planetary Sciences（PEPS）
の創刊︓ジャーナル準備2012, PEPS創刊2014



PEPS誌編集委員会の構成編集委員︓国内59名，海外36名
将来の継続的発展︓次の20年間は組織対応

宇宙惑星科学分野
編集⻑
倉本 圭（北⼤）

地球⼈間圏科学分野
編集⻑
飯島慈裕（三重⼤）

⼤気海洋科学分野
編集⻑
河宮未知⽣
（JAMSTEC）

固体地球科学分野
編集⻑
吉岡祥⼀（神⼾⼤）↑
⽚⼭郁夫（神⼾⼤）↓

総編集⻑
川幡穂⾼（早⼤・
特任教授＋東⼤・
名誉教授）・元経
営企画委員⻑

複合領域編集⻑
後藤和久
（東⼤）

前総編集⻑
井⿓康⽂，
⼤⾕栄治.
多⽥隆治
（東北⼤・東⼤）

⽣命地球科学分野
編集⻑
⾼野淑識（JAMSTEC)



PEPS発展のステップと対応
① ブランドの構築，最初が肝⼼
「IF⾼いジャーナルを作ろう」というのは本来の趣旨でない
「⼤事な局⾯で選ばれるジャーナル」
＊良好な研究成果の発表，昇進，予算獲得
＊出版数は追わない，IF付与以前にも「質の⾼い研究成果を募
集」と宣伝

②サポーターは存在した（感謝している）
＊AGU, EGUなどのジャーナルへの投稿者が⼀部をPEPSに変更

③プラットフォームへ過度な期待をしない
＊「Open Access料⾦，ぼられている」「出版会社のサポートが
⼩さい」→Communityが努⼒する

④ジャーナルで「財政」をうるおす→新ビジネスモデル，未達成
（AGUの予算28億円はジャーナルが収⼊源）→科研費科学研究費補助⾦
（研究成果公開促進費，国際情報発信強化）に⼤変感謝



PEPSの評価指標は上昇
PEPSʼ evaluation indicators have been raising rapidly

IF2years（2.481@2018 → 3.9@2023）
 IF5years   (3.875@2021 → 4.0@2023)
CiteScore（3.8@2019  → 7.0@2023）

評価指標算出の概念図
Schematic diagrams for “How to calculate evaluation metrics”
CiteScore by Elsevier  + Impact Factor by Clarivate Analytics
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PEPSʼ evaluation indicators have been raising rapidly
IF2years（2.481@2018 → 3.9@2023）≒ AGU⽶+EGU欧 J.
 IF5years   (3.875@2021 → 4.0@2023) ≒ AGU⽶+EGU欧 J.
CiteScore（3.8@2019  → 7.0@2023）>AGU⽶のJGR

2024にはQ1（上位25%）達成，
その後，IF5yearsとCiteScoreは上昇↑，IF2yearsは停滞
理由︓地球惑星科学の論⽂は「⻑期間引⽤される傾向」あり

PEPSのジャーナル評価指標
AGU, EGU旗艦ジャーナルのレベルに到達@2023

AGUの旗艦誌“Journal Geophysical Research(JGR)”の IF は3.7〜4.4

mailto:7.0@2023
mailto:7.0@2023


出版状況，投稿状況
①JpGU会員が１万⼈の割に出版数が少ない
→これはcommunityの実⼒か︖
→AGU⽶のジャーナルに投稿する⼈は結構多い
② 2025年は出版数は倍増
③近年のReject率は50%，⽇本⼈は30%程度
④2023，2024年は踊り場，2025年は新たな成⻑



Open Access Journals

PEPS︓24万円（円安もあり）
EGU, JGR︓50万円程度
Nature Geoscience︓149万円

PEPSの投稿価格
同等クラスのジャーナルでの論⽂投稿料と⽐べて割安



わが国のData repository現状︓
・国⽴研究機関:（NIRIM, JAXAなど）ではJAIRO cloudで対応
・⼤学は検討中．多くの研究者は海外のdata repositoryを使⽤

Springer-Nature recommends for PEPS︓
PANGEA, Zenodo, DDBJ (DNA Data Bank of Japan) etc

課題
・論⽂データレポジトリ︓早急な対応が必要（国益）

学術会議でも議論︓信頼できる National Data repositoryが必要との答申
・リポジトリのグランドデザインすでにあり︓Japan Link Center（2012~）
︓DOI (Digital Object Identifier)付与権限
・機関リポジトリ（⼤学図書館など）のコンテンツの拡⼤が必要

分野ごと︓PANGEA（ドイツ）の例︓研究機関の連携・共同
地球科学・環境科学分野では参考になるのでは

⽇本とPEPSの将来への課題①
出版論⽂のデータリポジトリの必要性
オープンサイエンスが求める研究データ管理



⽇本学術会議の提⾔
学術誌問題の解決に向けて「
包括的学術誌コンソーシアム
」の創設提案(2010年8⽉2⽇)

学会の数だけジャーナルが存在︓国
際的ジャーナル競争に対応可能︖

棚橋・辻・野村(2019)

PEPS創刊

PEPSの将来への課題②
⽇本では新規分野のジャーナル創刊不⾜
→PEPSの守備範囲の拡⼤＋新分野の促進

（少なくともJpGU年会での発表内容は守備範囲とする）
→Review論⽂の促進



PEPSの今後③
ブランド⼒強化 ,「真の国際誌」へ

筆頭投稿者︓現時点では，国内研究者が25%
将来的には，海外研究者が50%をめざす

海外ユニオンとの共同開催・共同セッションの促進
→具体的⽅策︓JpGU-AGU 共同開催2026（2017, 2020）

→具体的⽅策︓ JpGU-AGU共同セッション（毎年）
→具体的⽅策︓ JpGU-EGU共同セッション（毎年）

⽬標（お⼿本）︓Geochim. Comochin Acta,IF5,欧⽶⽇からの投稿論⽂のReject
率少ない30〜40%，その他の地域90%） Rejectする投稿原稿が少ない「学術雑誌」

→欧⽶⽇からは⼀定⽔準以上の原稿のみが投稿される
→「投稿者が質の⾼い原稿のみ掲載されるジャーナル」とPEPS
を認識してもらうのが⼀番⼤事 →利点︓査読課程の疲弊を防ぐ



PEPSの今後④
学会による学術出版ビジネスの構築

学会経営︓ジャーナル出版での収⼊を⽬指す→未達成
（究極の⽬標，AGU≒⽶国のユニオン, 28億円程度の収⼊）

⽇本⼈の研究者のメンタリティ︓
この30年間の⽇本経済停滞を反映してか「値上げに慎重」

世間︓ラーメン︓千円の壁，コスト吸収できず2025年にかけて倒産増
グルメバーガー︓>千円，価格のみが⽀配することなし

研究者は何を望むか︖
l 安い投稿料
l ⾃分の論⽂，皆が⼿に取る（≒評判の⾼い）ジャーナルに掲載

され，情報発信⼒が⾼まる，，，
財政が豊かになれば
①必要な⼈に投稿援助，②宣伝活動，③ジャーナルのpromotion



本⾳のレベルの学術出版ビジネスの問題点
私が所属する，JpGUの他に5つの学会の経験を踏まえて

学会⻑︓「学術ジャーナル出版」の将来への展望や施策遂⾏への
本気度︖

理事︓⾃分の所属する学会の「学術ジャーナル出版」に，筆頭で
の論発発表の実績があるか︖

ジャーナル担当者︓ 「学術ジャーナル出版」の価値の⼀つとし
て「CHEAP」を最重要項⽬の⼀つとしていないか︖

学会メンバー ︓ ジャーナルの⽅針，定まらず︖
（例「博⼠論⽂に間に合わせて欲しい」 とのニーズに対応）

⼈事・予算評価︓該当する「学術ジャーナル」で出版された論⽂
発表に，⾼い評価がおかれているか︖



BlackRain

6.8 3.8 2.8@2024

最新動向（2023,2024年の踊り場を乗り越
え2025年以降は成⻑⾒通し）
===== ===== =====
2years IFの推移 (2025と2024の⽐較）

June  Sep Nor/Dec Jan/Feb  Apr IF2年
2020 1.580 2.133 2.967 3.140 3.433 3.604
2021 1.604 2.331 2.935 3.453 3.741 3.875
2022 1.316 2.412 3.397 3.706 3.794 3.9
2023 1.030 1.985 2.493 2.858 3.336 3.5
2024 0.928 1.645 2.181 2.486 2.681 2.8
2025 1.504 

5years IFの推移 (2025と2024の⽐較） 
June  Sep Nor/Dec Jan/Feb  Apr IF５年

2020 1.747 2.326 3.088 3.227 3.571 3.784
2021 1.513 2.281 2.851 3.377 3.685 3.841
2022 1.779 2.485 3.528 3.828 3.936 4.1
2023 1.457 2.275 2.782 3.196 3.546 3.6
2024 1.305 2.296 2.989 3.399 3.529 3.8
2025 1.812 
===== ===== =====
進⾏中のSPEPS (≒オープン型特集号Special call 
for Excellent Papers on hot topicS) +ニーズの
あるReview →次のステップへ︕



PEPSの今後
まとめの概念図



研究成果を世界に発信︓ジャーナル

時間も労⼒も限られる現代社会で
研究者が購読する論⽂は限られる

→まずは⼿に取ってもらえるジャーナル

付録
ジャーナル出版に関係した

「研究⽣態系の特徴①②③④⑤」



「研究生態系①」

1600年代：多くの科学者が自分の発見を暗
号化してライバルに送り，「成果の認定」は
相手が認めるまで待った

l 科学者は，パトロン（貴族）に気兼ねして成果をオープンにすることを抑制
l パトロンの援助に満足できなくなると成果をジャーナルに投稿するように変化
l 17世紀末までに30の科学雑誌が発行され，1世紀以内にその数は>30倍に増加
l 1710年，英国の議会で著作権法が成立．

l 出版社ではなく、初めて著者が著作権を持つことになり，公共の利益のために資
料を国立図書館に寄託する規定が創設

l 20世紀になり，版権は，出版会社が移動 From Wiley



→→→
サララ★→

→

→ホルムズ★
海峡

鐵

画像 ©2018 Landsat / Copernicus、Data SIO, NOAA, U.S. Navy, NGA, GEBCO、地図データ ©2018 Google 100 km 

OIS4: Low sea level 
+Large ice sheet in 

バブ・エル・マンデブ
海峡 @Djibou<, 30km
11 km at 60 ka

★アデン

★ジプチ

古代中近東の発展（人々の情報交換がイノベーションを産む）
=研究だとジャーナル

「研究⽣態系②」⽂化・⽂明の進化
最古の農業（レヴァント地方）@1.3万年前
→「文化Cultureの源 」
最古の村（イェリコ）@1.0万年前
最古の都市（ウルク）＠5.5千年前→ 
「市民Civic,文明civilizationの源」
最古の文字（シュメール）@4.6千年前
鉄文化→ヒッタイト@3.6千年前

川幡2022

エソポタミア インダス



@1439年頃：
活字文化by
グーテンベル
ク

@1876，ジョンズ・ホプキンス
大学で「大学院」新設．大学
教授は「教師」より第一線の「
研究者」であることが要求さ
れた．大学の目的は「研究者
」を育てることに変化．

「研究生態系③」大学教育の変遷（学位授与権）

デカルト@フ
ランス 「人間
は考える葦

である」
1662AD没

@17世紀，大学の死，アカ
デミアの興隆．デカルト，
パスカル，ライプニッツな
ど近代知の巨人らのほと
んどは大学教授を生業と
していなかった． 

世界最古の印札物@770
法隆寺の「百万塔陀羅尼（ひ
ゃくまんとうだらに）」

@1158年：世界最初の大学，ボローニャ@北イタリア
@14世紀： Universitas=Not宇宙/普遍性but「学生+教師の組
合団体」，College=教師組合，学位授与権が担保

@1871，大学の復活，帝国の大
学＝フンボルト型大学では「教
育中心」から「研究志向」（ゼミ
ナールや実験室の導入），科学
技術立国

By 吉見2011

研究発表の馬＝ジャーナル



課題の設定

研究資⾦の獲得

室内での分析・
データ解析

最終的に
査読有誌上発表

（全世界に発信）

試料の採取
フィールド調査

査読（研究者のボランティア）なし⽂章は私⽂で，誤りがあるかもしれない→
専⾨分野の科学者の査読（審査）を経て，初めてPublicな⽂となる

「研究⽣態系④」研究のサイクル
出版事業︓

成果発表＋世俗的効⽤



「研究⽣態系⑤」成果の発表形態変わるか︖
芸術は現代でも⼤学はその中⼼ではない

⾷⽂化
Gérard     
BOYER
@Les 
Crayeres,Rei
ms

ü ブランドは⼤学から個⼈へ︓
ü ⼤学ランキング（多くの問題はあるが）に皆が注⽬する理由

は「未来を占う因⼦」が隠されているからであろう．
ü 本からジャーナル，Open Science・Access+Data
ü 「ネット」の時代︓「知の創造」は，⼤学の外側でも拡⼤

（Open Access教科書・Online授業の提供）

美術 音楽


